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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年9月5日(2019.9.5)

【公開番号】特開2018-31955(P2018-31955A)
【公開日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-008
【出願番号】特願2016-165644(P2016-165644)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/34     　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｐ
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５３５　
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５０５　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月22日(2019.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源部を有する発光手段と、
　前記発光手段から発せられた光を画像データに基づいて変調することにより画像を表示
する表示手段と、
　各光源部について、前記光源部の目標輝度である第１目標輝度を、入力画像データに基
づいて決定する第１決定手段と、
　前記目標輝度の時間変化が抑制されるように前記第１目標輝度を補正する第１補正処理
を各光源部について行うことにより、各光源部の第２目標輝度を取得する第１補正手段と
、
　各光源部について、前記光源部の発光輝度を制御する駆動値である第１駆動値を、前記
第２目標輝度に基づいて決定する第２決定手段と、
　前記駆動値の時間変化が抑制されるように前記第１駆動値を補正する第２補正処理を各
光源部について行うことにより、各光源部の第２駆動値を取得する第２補正手段と、
　前記発光手段から発せられた光の、前記表示手段への入射時における輝度である入射輝
度を、各光源部の前記第２目標輝度に基づいて推定する推定手段と、



(2) JP 2018-31955 A5 2019.9.5

　前記推定手段によって推定された入射輝度に基づいて、前記入力画像データを補正する
第３補正手段と、
　各光源部の第２目標輝度と、各光源部の実際の発光輝度との差が第１閾値以下となるよ
うに、前記第１補正処理で使用される第１パラメータと、前記第２補正処理で使用される
第２パラメータとを設定する設定手段と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記第１駆動値への前記駆動値の時間変化が前記第１目標輝度への前
記目標輝度の時間変化よりも速い速度で行われるように、前記第１パラメータと前記第２
パラメータとを設定する
ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動値は、前記光源部の駆動時間に関する値であり、
　前記表示装置は、
　　各光源部の前記第１駆動値に基づいて、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の
駆動時間の総和である総駆動時間が第２閾値よりも長い場合に、前記総駆動時間が前記第
２閾値以下となるように各光源部の前記第１駆動値を補正することにより、各光源部の第
３駆動値を取得する第４補正手段、
をさらに有し、
　前記第２補正処理は、前記第３駆動値を補正する処理である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２決定手段は、各光源部の発光効率を考慮して各光源部の前記第１駆動値を決定
する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光手段から発せられた光の輝度を検出する検出手段、をさらに有し、
　前記第２決定手段は、各光源部の前記第２目標輝度と、前記検出手段の検出結果とに基
づいて、各光源部の前記第１駆動値を決定する
ことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　ユーザからの要求を受け付け可能な受付手段、をさらに有し、
　前記設定手段は、前記要求があった場合に、
　　前記第１パラメータとして、前記要求に応じた第１の値を設定し、
　　前記第２パラメータとして、前記要求に応じた第２の値を設定する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記要求は、前記表示手段によって表示された前記画像のコントラストに関する要求で
ある
ことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記要求は、前記発光手段に供給される電流値に関する要求であり、
　前記設定手段は、高い電流値に関する要求があった場合に、低い電流値に関する要求が
あった場合の第２パラメータに比べ前記駆動値の時間変化の抑制度合いが小さい第２パラ
メータを設定する
ことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示装置では、動画像データの各フレームの画像データが、前記入力画像データと
して順に使用され、
　前記表示装置は、前記動画像データのシーンの切り替わりを検出するシーンチェンジ検
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出手段、をさらに有し、
　前記設定手段は、前記動画像データのシーンの切り替わりがあった場合に、
　　前記第１パラメータとして、第３の値を設定し、
　　前記第２パラメータとして、第４の値を設定し、
　　前記第１パラメータを、前記第３の値から、前記目標輝度の時間変化の抑制度合いが
前記第３の値よりも大きい第５の値へ段階的に変更し、
　　前記第２パラメータを、前記第４の値から、前記駆動値の時間変化の抑制度合いが前
記第４の値よりも大きい第６の値へ段階的に変更する
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示装置は、複数の表示モードを有しており、
　前記設定手段は、前記表示装置の表示モードの切り替わりがあった場合に、
　　前記第１パラメータとして、第７の値を設定し、
　　前記第２パラメータとして、第８の値を設定し、
　　前記第１パラメータを、前記第７の値から、前記目標輝度の時間変化の抑制度合いが
前記第７の値よりも大きい第９の値へ段階的に変更し、
　　前記第２パラメータを、前記第８の値から、前記駆動値の時間変化の抑制度合いが前
記第８の値よりも大きい第１０の値へ段階的に変更する
ことを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記目標輝度が前記光源部の実際の発光輝度に近づくように前記駆動値の時間変化の抑
制度合いに基づいて前記第２目標輝度を補正する第３補正処理を各光源部について行うこ
とにより、各光源部の第３目標輝度を取得する第５補正手段、をさらに有し、
　前記推定手段は、前記入射輝度を、各光源部の前記第３目標輝度に基づいて推定する
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　複数の光源部を有する発光手段と、
　前記発光手段から発せられた光を画像データに基づいて変調することにより画像を表示
する表示手段と、
を有する表示装置の制御方法であって、
　各光源部について、前記光源部の目標輝度である第１目標輝度を、入力画像データに基
づいて決定する第１決定ステップと、
　前記目標輝度の時間変化が抑制されるように前記第１目標輝度を補正する第１補正処理
を各光源部について行うことにより、各光源部の第２目標輝度を取得する第１補正ステッ
プと、
　各光源部について、前記光源部の発光輝度を制御する駆動値である第１駆動値を、前記
第２目標輝度に基づいて決定する第２決定ステップと、
　前記駆動値の時間変化が抑制されるように前記第１駆動値を補正する第２補正処理を各
光源部について行うことにより、各光源部の第２駆動値を取得する第２補正ステップと、
　前記発光手段から発せられた光の、前記表示手段への入射時における輝度である入射輝
度を、各光源部の前記第２目標輝度に基づいて推定する推定ステップと、
　前記推定ステップにおいて推定された入射輝度に基づいて、前記入力画像データを補正
する第３補正ステップと、
　各光源部の第２目標輝度と、各光源部の実際の発光輝度との差が第１閾値以下となるよ
うに、前記第１補正処理で使用される第１パラメータと、前記第２補正処理で使用される
第２パラメータとを設定する設定ステップと、
を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の制御方法の各ステップをコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
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